
第２回創玄杯躰道競技大会

主催：創玄会・三田道場
会場：練馬区立総合体育館
日時：2025年6月22日（日）
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役員・審判集合 ：8:00~

選手入館 ：8:30~
(体育館前での待機禁止。入館時間に合わせたご到着をお願いいたします。)

開会式 ：9:00~

退館 ：21:00
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創玄杯とは
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創玄杯は、初代宗家祝嶺正献最高師範の教えであ
る「躰道は85％完成した」という理念に基づき、残
された15％を創造・進化させることを目的に設立さ
れた躰道競技大会です。
本大会は、単なる競技大会にとどまらず、指導
者・審判・選手・役員が躰道の奥深さを探求し、共
に学び合う合同研修の場でもあります。
競技内容は、躰道の85％の基盤を再確認し、さら
に深化させることを目指し、各団体の習熟度に応じ
た新たなテーマを設定し、日々の稽古と連動した挑
戦の場を提供します。
そして、競技大会の成果だけでなく、私たちに残
された15％を「創造進化」の理念で埋める使命を果
たし、参加者全員が創造的主体となり、次なる躰道
の未来を切り開いていくことを目的としています。

創玄会 安部幸史郎



第２回創玄杯躰道競技大会
大会会長 安部幸史郎

ご挨拶
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第2回創玄杯躰道競技大会が開催されるにあたり、実行委
員会の皆様をはじめ、多くの関係者の皆様のご支援とご協力
に、心より感謝申し上げます。

創玄杯は単なる競技大会にとどまらず、指導者・審判・選手・
役員が躰道の研鑽を積み、互いに学び合う場として位置付け
られています。
今回は創玄会関係者に加え、東京都内で親交の深い先生
方、さらには青森県・宮城県・山梨県を代表する先生方にもご
参加いただく運びとなりました。日頃より躰道の普及と発展に
ご尽力いただいている先生方へ深く敬意を表するとともに、多
忙な中こうして一堂に会していただいたことに、心より感謝申し
上げます。
本大会を通じて、団体の垣根を越えた交流が生まれ、躰道
がさらに広がり、深化していくことを期待しております。

さて、創玄杯の理念は「創造進化」により躰道の未来（15％）
を築くことにあります。しかし現在はその前段階として、長年の
歩みの中で失われつつある「躰道の基盤（85％）」を取り戻す
作業を進めています。そしてこれは単なる実技指導ではなく、
揺るぎない躰道を築くために不可欠な「躰道理念」の再確認と
いう重要なテーマを含んでいることを重視しております。
そして、創玄杯にとって本格的な「創造進化（15％）」への挑
戦こそが、今後の目標ですが、本大会を通じて、その基盤をさ
らに強固にし、未来への新たな扉（15％）を開く契機となること
を心より願っております。

最後に、本競技大会の成功を祈念するとともに、ご参加の皆
様の躰道におけるさらなる研鑽と飛躍を心より願い、ここにご
挨拶を申し上げます。



大会役員

5

大会会長 安部幸史郎

大会審判長 安部幸史郎

大会実行委員長 良本真基

大会実行委員

創玄会
村瀬和都、小松慎太郎、谷井嶺太、
齋藤健太、佐藤幹、髙松大地、
吉本一貴、宮下知也

東京大学
運動会躰道部

山際真穂、名倉崇広、小林樹里、
花澤栞奈

宇野友季子、藤田政徳、塚原泰、
御幸怜史、鷲津匠哉

出場団体
慶應義塾大学躰道部

創玄会

東京大学運動会躰道部

山梨大学躰道部

大会審判員

ヒューゴソンアルバル、小松武、小林真由、小林大輔、
春日世生、小松万里子、青木寛敏、山際真穂、
古田一行、宇野友季子、良本真基、宇部真広、
名倉崇広、本田拓馬、小松慎太郎、佐藤幹、保坂由実、
髙松大地、磯野遥、齋藤健太、藤田政徳、吉本一貴、
阿部舜、山口海斗、竹内智一

大会進行委員

藤田政徳(筆頭)、前田尚大、坂本壮志、大澤夏帆、
中村航士朗、松川美伊、室朝喜、小川孝衛、田村哲也、
林夏帆、平野悠太、池田美璃、荻野聖琉、勝部駿貴、
金子侑生、岡部明人、小原瑠唯、神嵜洋紀、熊田将、
樹神歩

三田道場



競技内容・出場資格（概要）
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No

. 

競技種目名 出場資格 競技内容  

1 新人運足八法競技 初階及び 

一般無級・ 

男女混合 

以下の URL に掲載された筋で、運足・基本技を行う。 

構えや運足、動攻五戒の体得を重視し判定を行う。 

https://youtu.be/XyqWEPUmW4A?feature=shared 

2 男子段位個人法形競技 初段以上 

・男子 

1 回戦から決勝戦まで変体の法形 

法形の十大要素、基礎動作、動功五戒による基本技法に加え、

他律的要素の表現度を重視して判定を行う。 

3 女子段位個人法形競技 初段以上 

・女子 

1 回戦から決勝戦まで変陰の法形 

法形の十大要素および基礎動作及び動功五戒による基本技法

に加え、他律的要素の表現度を重視して判定を行う。 

4 男子級位個人法形競技 1~4 級 

・男子 

1 回戦から決勝戦まで変体の法形 

法形の十大要素および基礎動作及び動功五戒による基本技法

に加え、他律的要素の表現度を重視して判定を行う。 

5 女子級位個人法形競技 1~4 級 

・女子 

1 回戦から決勝戦まで変陰の法形 

法形の十大要素および基礎動作及び動功五戒による基本技法

に加え、他律的要素の表現度を重視して判定を行う。 

6 男子段位個人実戦競技 初段以上 

・男子 

競技時間１分半で実戦競技を行う。 

基本的かつ発展的な実技の体得を重視し判定を行うこととし、 

競技時間の中で指導時間を設け、指導の程度を判定に反映させ

る。 

また、操体の不十分な実技や制法・防手の未成熟な実技等は 

判定の引き下げも考慮する。 

7 女子段位個人実戦競技 初段以上 

・女子 

8 男子級位個人実戦競技 1~4 級 

・男子 

9 女子級位個人実戦競技 1~4 級 

・女子 

10 段位団体実戦競技 初段以上・ 

男女混合 

競技時間１分半で実戦競技を行う。 

男子 3 名、女子 2 名を 1 チームとする。 

各団体から最大で 2 チームまで参加可能とする。 

※通常の競技ルールと変更はなし。 

 



時程表（午前）
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時刻 Aコート Bコート Cコート Dコート 時刻

8:00 8:00

8:30 8:30

8:30 8:30

9:00 9:00

9:00 9:00

9:15 9:15

9:15 9:15

9:50

10:15 9:50

10:15

10:40

11:05
10:40

11:05

11:40

12:05

11:40

12:05

12:40 12:40

12:40 12:40

13:45 13:45

昼休み

新人運足B

No.10-17,38-

41,52,53,59

女子段位法形C

No.1-9,18-21,

26,27,30

女子段位法形D

No.10-17,22-25,

28,29,31
男子段位法形A

No.1-9,18-21,

26,27,30

男子段位法形B

No.10-17,22-25,

28,29,31
男子級位実戦C

No.1-7,15-18,

23,24,27

男子級位実戦D

No.8-14,19-22,

25,26,28女子級位実戦A

No.1-4,9,10,13

女子級位実戦B

No.5-8,11,12,14

審判・役員集合

選手集合・アップ

開会式

男子級位法形A

No.1-8,17-20,

25,26,29

男子級位法形B

No.9-16,21-24,

27,28,30

女子級位法形C

No.1-4,9,10,13

女子級位法形D

No.5-8,11,12,14

新人運足C

No.18-25,42-45,

54,55,60,63

新人運足D

No.26-33,46-49,

56,57,61新人運足A

No.1-9,34-

37,50,51,58,62



時刻 Aコート Bコート Cコート Dコート 時刻

13:45 13:45

14:30

14:55

14:55 14:55

15:10

15:25

15:25 15:25

15:45 15:45

15:45

16:00

16:10 16:10

16:30 16:30

16:30 16:30

17:30 17:30

17:30 17:30

20:00 20:00

20:00 20:00

20:30 20:30

団体実戦決勝 団体実戦三決

閉会式

写真撮影＆休憩

ご指導

撤収

女子段位実戦C

No.1-5,12-15,

20,21,24

女子段位実戦D

No.6-11,16-19,

22,23,25

新人運足決勝

男子級位法形決勝

男子段位法形決勝

男子級位実戦決勝

男子段位実戦決勝

新人運足三決

女子級位法形決勝

女子段位法形決勝

女子級位実戦決勝

女子段位実戦決勝

男子級位法形三決

男子段位法形三決

男子級位実戦三決

男子段位実戦三決

女子級位法形三決

女子段位法形三決

女子級位実戦三決

女子段位実戦三決

団体実戦A

No.1,5

団体実戦B

No.3,6

団体実戦C

No.2

団体実戦D

No.4

男子段位実戦A

No.1-4,9-16,25-28,

33,34,37

男子段位実戦B

No.5-8,17-24,29-32,

35,36,38

時程表（午後）
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トーナメント

1．新人運足八法競技

9

64

65

42

43

44

45

46

47

48

49

11

12

13

14

15

18

19

20

21

22

23

24

25

26

61

1

2

3

4

5

6

7

8

9

山口　紗良

（東京大学） 佐々木　由栞

（山梨大学）三関　元哉

ヤマグチ　サラ

ミセキ　モトヤ

ササキ　ユリ

石坂　博之

（山梨大学） （東京大学）佃知穏 ツクダ シオン

イシザカ　ヒロユキ

50

54

34

（山梨大学） （東京大学）橋本壮佑

（山梨大学）窪田　涼見 クボタ　スズミ

ハシモト ソウスケ

35

ヤギ　クオン 上杉　健斗

（東京大学） （山梨大学）ナイトウ ユウスケ 野村　駿介内藤優介

八木　久遠

ノムラ　シュンスケ

ウエスギ　ケント

58

60

（東京大学） （山梨大学）ヤマグチ ヒナコ山口ひな子 アキヤマ　カホ穐山　佳歩

ヤナギダ　ユズ柳田　優水 ウエダ　エリカ上田　絵里香

36

（山梨大学） （東京大学）タナカ　ヨウタ田中　陽太 キノシタ リンタロウ木下凜太郎

55

（東京大学）サトウ　ナナコ佐藤　菜々子 カトウ フク加藤ふく

51

（東京大学）アラカワ ユウイチロウ サイトウ　タカヒロ齋藤　貴啓

（東京大学）オオタ　ミサキ大田　美沙基 ウエダ リュウタ植田隆太

37

（山梨大学）ミヤケ　ミヅキ三宅　望生 タカハシ　イクト高橋　郁人

タケグチ　ユウキ

（東京大学） （東京大学）

ミカミ ユウヤ

タカハシ ダイスケ

三上雄也 （東京大学） （山梨大学）モリタ　ココミ

竹口　友樹

森田　心海62 63

10

マツハシ ヒナタ

（山梨大学）ハダ チヒロ

（山梨大学）ハシモト　リョウヘイ

52

56

橋本　令平

羽田直優

38 27

28

（東京大学）

（東京大学）ニシカワ　ユズハ

（創玄会）ホンダ コウ本田 康

西川　柚葉

39 29

（東京大学） ナスノ　ミユ那須野　皇結

マツモト ナナミ松本菜々美 アベ　リュウト阿部　龍仁

（山梨大学）キム　ヘリ金　ヘリ 　ウズオカ　リョウスケ渦岡　遼丞

59 30

ヤマサキ　ヒナタ山崎　日向 ツカゴシ　ヒロト塚越　裕斗

（山梨大学） （東京大学）ホリグチ　コウヘイ堀口　耕平 アリマ セイシロウ有馬誠太郎

57

40 31

コイズミ　リオ小泉　凛桜 コシノ　アキラ越野　彰

（東京大学） （東京大学）フジイ アカリ藤居星 ヤナギ ルミ栁瑠美

53

16

32

（東京大学）ヨネカワ　ケイスケ米川　恵介 ホリ ユズハ堀ゆず葉

（東京大学） （山梨大学）スギヤマ アオイ杉山碧泉 サイカ　タカアキ齊下　尊成

33

17

41

（山梨大学）松本　美波

ヤマシタ　コウキ

サキムラ ミオ

カネマル　リョウ

タナカ　ソウイチロウ

オオハシ　タクト

イシダ　トモカ

（東京大学）

髙橋大佑

カネコ ミク金子実来

（東京大学）

荒川雄一朗

ササキ ユイト

タクボ　ヒユウ

ホソダ　ハナノ

キシガミ　アレキサンダー

カイト

トミナガ ユウキ

マツモト　ミナミ

浅田　優

山下　航生

崎村実生

金丸　涼

田中　颯一郎

大橋　拓斗

石田　智珂

松橋陽向

佐々木結基

田久保　飛勇

細田　はな乃

岸上　アレキサンダー

海斗

富永雄貴

アサダ　ユウ



32

33

（東京大学）

阿部 哲郎

御幸　怜史

嶋本 幸之助

（山梨大学）

（創玄会）タダ コウタ

安田　甲士郎

（東京大学）高久陽規
3

11

28

セキグチ　ハヤト

カギ ヨシカズ

イノマタ　ユウタ

タカク ハルキ

ツダ タイセイ

（創玄会）

（創玄会） （創玄会）齋藤 健太
2

1

10

22

ヤマグチ カイト

ハヤシ ユウキ

サイトウ ケンタ

ヤスダ　コウシロウ

（山梨大学）猪股　佑多
18

（創玄会）宮下 知也

（東京大学） （東京大学）津田大聖

4

26 12

23

ヨシカワ ユウゴ

ツカハラ タイ

カワシマ リョウヤ

（三田道場）

（東京大学） （東京大学）浅野航

5

19

30 31

14

13

（東京大学）

（三田道場）

田中　陸功

北谷優貴

重村 優太 シゲムラ ユウタ

アベ テツロウ

（創玄会）ゴコウ　サトシ 富松 亮太

川原　智博

トミマツ リョウタ

カワハラ　トモヒロ
7

20

29

15

6 24

（三田道場）

（創玄会）

（山梨大学）タカマツ　イッサ髙松　一茶

（東京大学） （東京大学）コバヤシ ガイ小林雅偉 齋藤凜ノ助 

藤本　真稔

サイトウ リンノスケ

フジモト　マサトシ
8

27

25

16

（創玄会）シブヤ アツキ渋谷篤季 ナグラ タカヒロ名倉 崇広

（山梨大学） （東京大学）ミカミ　マシュウ三神　摩周 大平健史 オオダイラ ケンシ

9

21 17

（創玄会）

（東京大学）

ミヤシタ トモヤ

アサノ ワタル

タナカ　リク

キタタニ ユウキ

シマモト コウノスケ

山口 海斗

林悠輝

関口　竣翔

鍵 慶和

吉川友梧

塚原 泰

川島遼也

多田 晃太

松浦　光希 マツウラ　ミツキ

コヨダ タクミ小代田 拓巳

トーナメント

2．男子段位個人法形

10

指定法形：変体の法形



32

33

（山梨大学）

ハナザワ カンナ

サトウ マナ佐藤茉奈

（東京大学）

古家 采奈

深尾　空

（創玄会） （東京大学）野口ゆいこ

1

2

22

10

モモセ ハルナ

ゴトウ　ミサキ

（東京大学）青木未有

（東京大学） （山梨大学）深澤　蘭

3

18

28

11

ワカイ キョウカ

アベ　モエカ

長島　和

（創玄会）佐々木 万凜

4

26 12

23

サトウ　ミレイ

ヨコタ　アイ

ムライ マドカ （東京大学） （東京大学）照井和音

5

19

30 31

13

14

（創玄会）

（東京大学）

小坂　眞生

山際 真穂

伊藤杏珠 イトウ アンジュ

フルヤ アヤナ

（山梨大学）タサキ　ミコト 竹内　うた

丹　みなみ

タケウチ　ウタ

タン　ミナミ

7

20 15

29

6 24

ワタナベ フウカ渡邊風花

（東京大学） （三田道場）トモリ ネイ友利寧唯 衣斐 花

山口　佳乃

エビ ハナ

ヤマグチ　ヨシノ

8

27 16

25

イサジ　クルミ伊佐地　くるみ ホソダ　ミカ細田　美佳

（東京大学）アンドウ　スイ安藤　翠 田中千福 タナカ チフク

9

21 17

（山梨大学）

（東京大学）

（三田道場）

田崎　美琴

スズキ　アヤカ

（東京大学）

森田　莉菜

ノグチ ユイコ

フカオ　ソラ

フカサワ　ラン

アオキ ミユ

ササキ マリン

ナガシマ　ナゴミ

テルイ カズネ

コサカ　マサキ

ヤマギワ マホ

モリタ　リナ

百瀬 晴菜

後藤　美紗樹

若井香佳

阿部　萌夏

佐藤　美怜

横田　亜依

村井円香

鈴木　彩花

花澤栞奈

トーナメント

3．女子段位個人法形

11

指定法形：変陰の法形



31

32

（山梨大学）フクダ　ユウスケ福田　悠介 ナカムラ　トモキ中村　智貴

1 9

（東京大学） （東京大学）タケウチ ジュンセイ竹内順星 ミカミ　タツヤ三上達也

17 21

スズキ　リョウマ鈴木　稜馬 トビタ　ショウマ飛田　翔真

2 10

（東京大学） （東京大学）ヒトウジ ユキヒサ一氏千桐 サトウ トモヒロ佐藤大浩

25 27

（山梨大学） （東京大学）ヤマザキ　ユウエイ山崎　勇英 コウノ ソウ河野蒼

3 11

（東京大学）トヨシマ セイゴ豊島成吾 ミズコシ　ユウタ水越　優太

18 22

（東京大学）カナオ　ダイキ金尾　大樹 ヤマグチ カイリ山口開理

4 12

（東京大学） （東京大学）加納蓮馬 カノウ レンマ 川野諒 カワノ リョウ

（東京大学）

髙良京一郎

吉田　経佑

タカラ キョウイチロウ

ヨシダ　ケイスケ

古賀　太智

石津敦貴

19 23

イシヅ アツキ

スズキ ハヤテ

（東京大学）

（東京大学） （東京大学）宮本隼輔 ミヤモト シュンスケ 鈴木颯

6 14

コガ　タイチ

5

29 30

13

20 24

小島　瑞生

竹谷康汰

コジマ　ミズキ

タケタニ コウタ

小野　直史

佐々木力哉

7

26

15

28

イケダ　リョウ

オノ　ナオフミ

ササキ リキヤ

マツカ コウセイ松香宏征 オオウエ ショウタ大植湘太

オオモリ　ユウト大森　雄斗 ヤマオカ　リョウタ山岡　凌大

8 16

（東京大学） （東京大学）

（山梨大学） （山梨大学）

（山梨大学） （山梨大学）

池田　諒 コミヤマ　ユウダイ小宮山　裕大

（東京大学） （東京大学）

トーナメント

4．男子級位個人法形

12

指定法形：変体の法形



トーナメント

5．女子級位個人法形

13

指定法形：変陰の法形

15

16

キムラ　コトノ ヤマナカ　マリナ

タマオカ ユズカ ウガイ　アオイ

（東京大学）

3

（山梨大学）木村　琴埜

1 5

ウタガワ　マオ ハヤシ　ユリ宇田川　真生

（東京大学）

2

玉岡柚子香

（山梨大学）

伊東　里紗

加藤　里菜子

イトウ　リサ

10 12

7

カトウ　リナコ

サイキ　サクラコ

13

西岡　希星 片山　菜緒ニシオカ　キララ

土田　彩加

齋木　桜子

（東京大学）ツチダ　アヤカ

玉井　穂香

山中　満里奈

林　優里

鵜飼　葵

德永清香

長沼　有咲

横山あすか

4

9

14

11

8

6

トクナガ サヤカ

ナガヌマ　アリサ

カタヤマ　ナオ

タマイ　ホノカ

ヨコヤマ アスカ



26

39

18

19

30

6

21

7

31

22

20

34

15

4

16

28

10

岡村　勇吹 （山梨大学）

サトウ モトキ （創玄会）

シゲムラ ユウタ （三田道場）

フジモト　マサトシ （山梨大学）

（東京大学）

横村 亮太

小林雅偉

カク　ユウタロウ

ナグラ タカヒロ （創玄会）

アベ テツロウ （三田道場）

藤本　真稔

13

トウマ タケチ （東京大学）

佐藤 幹 トミマツ リョウタ
9 17

セキグチ　ハヤト 川島遼也 （東京大学）
1

コバヤシ ガイ

関口　竣翔

25 29

5

ヨコムラ リョウタ （創玄会） 輿石　知宏 （山梨大学）

（東京大学）

サイトウ リンノスケ

3

27

角　悠太朗

33

11

35

木村俊貴 （東京大学）重村 優太

名倉 崇広 コヨダ タクミ
2

鍵 慶和 （創玄会）

37 38
40

當麻武智 ハヤシ ユウキ
12

サイトウ ケンタ （創玄会） 齋藤凜ノ助 （東京大学）

小松 慎太郎 （創玄会）

オオダイラ ケンシ （東京大学） 宅重　海志

西川尚輝 イノマタ　ユウタ

イガラシ　コウセイ 塚原 泰 （三田道場）

（山梨大学）ニシカワ ナオキ （東京大学） 猪股　佑多

36

23

14

ツダ タイセイ

ツカハラ タイ

シブヤ アツキ （東京大学） 津田大聖

林淳之介 ヤマグチ カイト

ミカミ　マシュウ （山梨大学） 鷲津　匠哉三神　摩周 ワシヅ　タクヤ

ハヤシ ジュンノスケ （東京大学） 山口 海斗 （創玄会）
8

32

佐々木竜胆 ヨシモト カズキ

アダチ　ヒカル 高久陽規 （東京大学）足立　光 タカク ハルキ

ササキ リンドウ （東京大学） 吉本 一貴 （創玄会）

24

オカウチ　シュンスケ

コマツ シンタロウ

タクシゲ　カイシ

岡内　俊輔

小代田 拓巳 （創玄会）

川原　智博

富松 亮太 （創玄会）

カワシマ リョウヤ

カワハラ　トモヒロ

コシイシ　トモヒロ

キムラ トシキ

オカムラ　イブキ

カギ ヨシカズ

林悠輝 （東京大学）

北谷優貴

阿部 哲郎

大平健史

齋藤 健太

渋谷篤季

五十嵐　功晟

キタタニ ユウキ （東京大学）

トーナメント

6．男子段位個人実戦

14

試合時間 1分30秒
胴プロテクター着用厳守
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友利寧唯 （東京大学）トモリ ネイ テルイ カズネ

阿部　萌夏 （東京大学）アベ　モエカ ハナザワ カンナ

2 7

古家 采奈

山際 真穂 （創玄会）ヤマギワ マホ ササキ マリン

1

12 16

6

丹　みなみ タン　ミナミ スズキ　アヤカ

2220

（創玄会）

（東京大学）

フルヤ アヤナ ヨシダ　ユイ

横田　亜依 （三田道場）ヨコタ　アイ エビ ハナ

3

13

24 25

8

17

27

後藤　美紗樹 （東京大学）ゴトウ　ミサキ

若井香佳 （東京大学）

イトウ アンジュ

ワカイ キョウカ

伊藤杏珠 （山梨大学）

竹内　うた （山梨大学）（山梨大学）タケウチ　ウタ 伊佐地　くるみ

4

21

18

10

百瀬 晴菜 （創玄会）モモセ ハルナ 森田　莉菜

5 23

小坂　眞生 コサカ　マサキ 田崎　美琴

15 11

山口　佳乃 （東京大学）ヤマグチ　ヨシノ 田中千福

19

（創玄会）

（山梨大学）

（三田道場）

（東京大学） フカサワ　ラン

宇野 友季子

14 9

ウノ ユキコ

佐々木 万凜

照井和音

鈴木　彩花

花澤栞奈

衣斐 花

吉田　優衣

深澤　蘭

佐藤　美怜

青木未有

サトウ　ミレイ

アオキ ミユ

イサジ　クルミ

モリタ　リナ

タサキ　ミコト

タナカ チフク

トーナメント

7．女子段位個人実戦

15

試合時間 1分30秒
胴プロテクター着用厳守
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30

（東京大学） （山梨大学）川内準之助 カワウチ ジュンノスケ オノ　ナオフミ小野　直史

15 8

（東京大学）金尾　大樹 カナオ　ダイキ サトウ トモヒロ佐藤大浩

1 19

（東京大学）三上達也 ミカミ タツヤ コガ　タイチ古賀　太智

23 9

（山梨大学） （東京大学）山崎　勇英 ヤマザキ　ユウエイ カワノ リョウ川野諒

2 25

（東京大学） （山梨大学）佐々木力哉 ササキ リキヤ コミヤマ　ユウダイ小宮山　裕大

16 10

（東京大学） （東京大学）宮本隼輔 ミヤモト シュンスケ タカラ キョウイチロウ髙良京一郎

3 20

（東京大学） （東京大学）松香宏征 マツカ コウセイ イシヅ アツキ石津敦貴

11

（東京大学） （東京大学）

大森　雄斗

広谷勇気

オオモリ　ユウト ヨシダ　ケイスケ吉田　経佑

ヒロタニ ユウキ

4

17

27 28

12

（東京大学）大植湘太

（山梨大学） （東京大学）池田　諒 イケダ　リョウ

オオウエ ショウタ （東京大学）

5

24

21

13

（東京大学）鈴木颯

（山梨大学）山岡　凌大 ヤマオカ　リョウタ

スズキ ハヤテ （東京大学）

6

18 14

26

加納蓮馬 カノウ レンマ ミズコシ　ユウタ水越　優太

（山梨大学） （東京大学）小島　瑞生 コジマ　ミズキ

（東京大学）

7 22

竹谷康汰

竹内順星

豊島成吾

中村　智貴

一氏千桐

河野蒼

タケタニ コウタ

タケウチ ジュンセイ

トヨシマ セイゴ

ナカムラ　トモキ

ヒトウジ ユキヒサ

コウノ ソウ

トーナメント

8．男子級位個人実戦

16

試合時間 1分30秒
胴プロテクター・面ピット着用厳守



トーナメント

9．女子級位個人実戦

17

試合時間 1分30秒
胴プロテクター・面ピット着用厳守

15

16

ナガヌマ　アリサ アキヤマ　エリコ

ヤマナカ　マリナ カタヤマ　ナオ

（東京大学）

3

ヤマダ サヤカ

13

片山　菜緒

玉岡柚子香

玉井　穂香

（山梨大学）長沼　有咲

1 5

（東京大学）ヨコヤマ アスカ サイキ　サクラコ横山あすか

秋山　英里子

齋木　桜子

9

（山梨大学）

2

山中　満里奈

（山梨大学）

土田　彩加

宇田川　真生

ツチダ　アヤカ

10

7

12

ウタガワ　マオ

西岡　希星

14

11

6

ニシオカ　キララ

加藤　里菜子

（東京大学）山田清香

（東京大学）カトウ　リナコ

林　優里

4 8

タマオカ ユズカ

タマイ　ホノカ

イトウ　リサ

ハヤシ　ユリ

トクナガ サヤカ德永清香

伊東　里紗



トーナメント

10．段位団体実戦

18

試合時間 1分30秒
胴プロテクター着用厳守

7

8

創玄会A 創玄会B
1 3

チームB 三田道場

東京大学A
5 6

42

チームA

東京大学B

山梨大学



結果速報サイト

19

以下サイトで大会結果をリアルタイムに確認いただけます

リンク：https://taido-competition-record-582899402371.asia-northeast1.run.app/

https://urldefense.com/v3/__https:/taido-competition-record-582899402371.asia-northeast1.run.app/__;!!Nyu6ZXf5!vRSV1pyHEp3FLfSAnbbVahksXNZANtV1hibo7lZgSU7rwAoMPhNZmB9z5hpr3qtf8QWVFs1bThaO36m68S4a9dJaOLI$


アクセス
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• 会場：練馬区立総合体育館
• 住所：〒177-0032 東京都練馬区谷原1丁目7番5号
• 電話：03-3995-2805

• HP： https://www.city.nerima.tokyo.jp/shisetsu/koen/taiku/sogo.html

• 公共交通機関の利用：
⮚ 【西武池袋線】
練馬高野台駅北口下車徒歩15分
練馬駅から「西武バス」成増町行－練馬総合体育館下車2分
練馬高野台駅北口から「西武バス」成増町南口行－谷原三丁目下車4分
大泉学園駅北口から「西武バス」練馬駅行－練馬総合体育館下車0分

⮚ 【東京メトロ】
成増駅近く「成増町」バス停から「西武バス」練馬駅行－練馬総合体育館
下車0分

⮚ 【JR】
吉祥寺駅から「西武バス」成増町行－谷原三丁目下車4分

• 車の利用：
⮚ 原則、公共交通機関の利用をお願いします
⮚ お車で来られる場合、体育館裏にある【第二駐車場】をご利用ください
⮚ 午前8:00から駐車可能です。時間前に並ばないようお願いします
⮚ 係員からの誘導に従って奥から止めてください
⮚ 駐車場は有料です（最初の1時間200円。以後30分ごとに100円）
⮚ マイクロバス等の車はローラー側の駐車場へお願いします。
なお、ローラー側の駐車場は午前7:00から駐車可能です。
時間前に並ばないようお願いします。

⮚ 大型バスは駐車できません
⮚ 次ページで補足いたします

https://www.city.nerima.tokyo.jp/shisetsu/koen/taiku/sogo.html


アクセス
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※車利用の補足



諸注意
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• 事前確認のお願い
⮚ 本大会は、通常の大会ではなく、指導的要素を重視した大会になります。
そのため、出場選手・審判ともに、競技内容や判定の観点について事前に熟読の上、
ご参加ください。

• 持ち物
⮚ 出場選手は大会当日、「健康保険証」を必ずご持参ください。
⮚ サンダルまたはスリッパをご持参ください。観客席、競技場以外では履物をお履きく
ださい。

• 服装
⮚ 出場選手は、日本躰道協会公認の躰道着を着用してください。
⮚ 実戦競技出場選手は、必ず指定の胴プロテクターを道着の下に着用してください。
級位実戦出場選手は面ピット着用も必須となります。
段位実戦出場選手も着用可能です。

⮚ 団体実戦の競技監督も躰道着着用でご参加ください。
⮚ 本大会では、閉会式後に指導時間を設けることを想定しているため、審判も躰道着着
用にて実施します。

⮚ 着替えはB1更衣室の使用をお願いします
⮚ 裸足は競技場のみ可能です。その他（観客席・ロビー・通路・トイレ等）は
裸足が禁止のため、履いてきた靴や持参したサンダル等を履くようにしてください。

• 開会式
⮚ 出場選手は事前に「躰道五条訓」を練習し、唱和できるようにしておいてください。
当日は、選手代表のもと、全員で唱和を行います。

• 食事
⮚ 食事は、観客席か会議室のみで行って下さい。
⮚ ロビー・コートでの食事は一切禁止となります。

• 会場の片付け
⮚ 大会終了後、速やかに片付けをお願いします。
⮚ お持ちになったゴミはご自身で必ず持ち帰りください。
また、退館時、観客席等にゴミが残っていないことを確認の上、ご移動ください。

• 観客席
➢ 各団体に指定された観客席（次ページ参照）をご活用ください。

• 大会中の所作
⮚ 他のお客様の妨げになるような事がないように心がけてお過ごしください。
⮚ 問題や緊急事態が発生した場合は、速やかに実行委員会にお知らせください。
⮚ 他の利用者も来館していますので、ロビー・通路等は使用禁止です。

• 貴重品
⮚ 誰でも大会会場に観客として入場できる状況となっております。
各団体で貴重品の管理を行ってください。
実行委員会では貴重品の保管場所などのご準備はございませんのでご容赦ください。



観客席の割り振り※ /開閉会式並び順
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※一般観覧席を追加しています(2025/06/19)

三
田
道
場

山
梨
大
学

東
京
大
学

創
玄
会

三
田
道
場

開閉式並び順

一
般
観
覧
席
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別紙１：競技内容（詳細） 
別１：1.新人運足八法競技 
競技の狙い ▪​ 新人が十分な習熟期間を経ず大会出場に臨むことを鑑み、​

将来的な実技向上のために大会開催月時点で重視すべき実技の定着度・習熟度を競う。 
<重視すべき実技> 
✔​ 基本的な立ち方 
✔​ 動攻五戒を意識した旋技/運技/変技 
✔​ 躰道・武道的要素を意識した運身 
✔​ 礼法（立礼、座礼）や基動点・基動線 

競技の概要 以下の筋に則り、運足・基本技を行う。 
＜運足八法競技の流れ＞ 
▪​ 開始位置に移動し、結び立ちで起立。 
▪​ 結び立ちのまま、審判の笛①で立礼後、閉足立ちに移行。​

※立礼から判定対象となります 
▪​ 開始位置にて、閉足立ちから左中段構え。 
▪​ 開始位置から、運足八法開始位置(コート端から2畳）まで前転で移動し、​

前転から滑らかに左下段構えに移行。​
※基動点から外れた箇所で前転を終了し、下段構えが基動点から外れてしまった場合、​
　運足開始前に必ず基動点に戻ること。開始時点で基動点にいない場合は減点とする。 

▪​ 審判の笛②で、運足八法（左下段側）を行う。​
ただし、運足八法中には以下の順番で旋・運・変の実技を行う。 
1.​ 送足 
2.​ 引足 
3.​ 加足 
4.​ 旋体直状突き・原態（退足） 
5.​ 減足 
6.​ 交足 
7.​ 点足 
8.​ 運体蹴り突き（追足は行わない） 
9.​ 退足 
10.​ 変体海老蹴り 
11.​ （原態後）右中段構え 
12.​ （右中段構え後）右下段構え 

　　　※相手選手よりも先に右下段構えをとった場合は、審判の笛③まで下段構えにて待機 
▪​ 審判の笛③で、運足八法（右下段側）を行う。運足八法の順番は、左下段側と同様。 

1～12．同上​
13．左下段構え後、正座 
14．（正座後）座礼 

＜実技参考動画＞ 
正面視点：https://youtu.be/XyqWEPUmW4A?feature=shared 
横視点： https://youtu.be/02sEkkG5RGw?feature=shared 

判定 •​ ３名の審判が、以下の観点で実技の評価を行い、​
審判員の赤白の旗の数によって勝敗を決定する。 
✔​ 基本的な立ち方（常の身、立ち方八態、構え）の体得 
✔​ 旋技/運技/変技の動攻五戒(単技・連技)の体得 
✔​ 躰道・武道的要素を意識した運身の体得 
✔​ 基本的な礼法（立礼、座礼）や意識の体得 
✔​ 基動点・基動線の意識定着 

出場資格 •​ 一般無級（2025年度入部した新人）及び初階 
•​ 男女混合 

 
​
 
 
 
 
​
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備考）競技の位置​
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別2：2. 男子段位個人法形 / 3. 女子段位個人法形 / 4. 男子級位個人法形 / 5. 女子級位個人法形 
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競技の狙い •​ 身体操作だけではなく、躰道の法形ならではの他律的要素（「懸」「待」「表裏」）を意識した「相
手が見える表現・対の先が見える表現」の体得と、体得に向けた修練方法や発想の向上を意
図し、他律的要素の表現度をより重視した判定を行う。 

競技の概要 •​ 事前に配布する変体/変陰の参考動画の敵役の動きに対応することを想定し、指定法形を実施
する。 

指定法形 •​ 男子段位個人法形：1回戦から決勝戦まで変体の法形。 
•​ 女子段位個人法形：1回戦から決勝戦まで変陰の法形。 
•​ 男子級位個人法形：1回戦から決勝戦まで変体の法形。 
•​ 女子級位個人法形：1回戦から決勝戦まで変陰の法形。 

判定 •​ 3名の審判が実技の評価を行い、審判の赤白の旗の数によって勝敗を決定する。 
•​ 審判は、十大要素、基礎動作及び動功五戒による基本技法の体得度を基本とし、他律的要素

の表現度を加味した観点で評価を行う。 
•​ 絶対的評価による加減点法で計算し、赤白選手の相対的評価によって勝敗の判定を行う。 
•​ 絶対的評価における加減点法で計算においては、躰道ルールブックに記載の評価基準による

加減点に加え、法形全体を通しての他律的要素の表現度によってさらに0~1.0点の加点をし、
計算する。​
※他律的要素の表現が著しく優れた法形が見受けられた場合は1.0点以上の加点も認める 

•​ 他律的要素の表現度の評価は十大要素の「攻防と陰陽」を前提として、​
特に以下の観点を重視して行う。​
・緩急と強弱 
・気合と威力 
・目技           

出場資格 男子段位個人法形：初段以上（黒帯）、男子 
女子段位個人法形：初段以上（黒帯）、女子 
男子級位個人法形：色帯（1〜4級）、男子 
女子級位個人法形：色帯（1〜4級）、女子 

参考動画 変体の法形：https://youtu.be/Sv_LPzekRHk?feature=shared 
変陰の法形：https://youtu.be/zAeDqYal6F4?feature=shared 
※動画はこちらのQRコードからも閲覧可能です。 

変体の法形 変陰の法形 

  

 

https://youtu.be/Sv_LPzekRHk?feature=shared
https://youtu.be/zAeDqYal6F4?feature=shared


別3：6．男子段位個人実戦/7．女子段位個人実戦 
競技の狙い ▪​ 従来の実戦競技においては、ポイント取得を主眼に置いた実技展開となりやすいことを鑑み、​

「躰道らしい実技」、特に連動連体を志向する実戦を体得することを狙う。 
▪​ そのため、日本躰道協会指導局による2025年度の重点テーマ*を評価に組み込み、判定を行

う。 
また、選手/審判が競技中も重点テーマを意識して実技を行うことができるように競技ルールを
変更し、​
試行する。 

競技の概要 ▪​ 試合時間は１分半。​
※実戦競技の時間は、主審の競技開始の合図により計るものとし、主審あるいは副審がホイッ
スル等で試合を制止した時、計時係は時間を止め主審の合図で再開する。 

▪​ 試合開始後、45秒が経過したタイミングで試合を中断し、主審より指導を行う。​
指導後、競技を再開し、主審・副審等による判定を行う。 

<競技の流れ> 
▪​ 主審の合図により、競技を開始。 
▪​ 競技開始45秒後、主審・副審・特別審で指導点を確認したのち、主審による指導を行う。 
▪​ 指導後、競技を再開し、45秒後の競技時間後、審判の合図により競技を終了する。 

判定 ▪​ 試合の進行と判定を担う主審・副審に加え、​
連動技判定と指導点確認を担う特別審の３名体制で判定を行う。 

▪​ 判定時、特別審は対象の実技が連動連体の伴ったものであったか判定を行う。 
判定には赤旗を用いることとし、連動連体であった場合は旗を上げることとする。 

▪​ 特別審により連動技の判定がなされた場合、技の判定は通常の判定からワンランク上げること
とする。 
例: 赤選手の旋体蹴りが極め技不十分で通常は有効判定であったが、特別審が連動技判定
の赤旗を上げた場合。 
主審発声例 「ただいまの赤の旋体蹴り、極め技不十分ですが連動技のため技ありとします。赤
旋体蹴り技あり。」 

▪​ 連動技判定の基準は以下を目安とする。 
●極め技に至るまでの一連の動きの中に、2個以上(種類問わず)の操体が施されていること。 
●2個以上の操体の効果（攻態・防態）が極め技に表れていること。 
連動技の判定は特別審が行うが、主審・副審がその判定に疑義をもった場合や特別審が判断
に迷った場合は、試合を止め3者で話し合うこととする。ただし、最終的な判断は特別審が行
う。 

▪​ 主審・副審は、運足・操体・制法・極技・原態の流れに加え、​
日本躰道協会指導局による2025年度実戦競技重点テーマの観点を鑑み、判定を行う。 
特に、操体不十分な（片手卍、操体と制法が分離した）技についてはポイントを取らない。 
＊参考：日本躰道協会2025年度実戦競技重点テーマ 

■​ 構え・運足・操体と相手に対して正しく行うこと 
✔​整体、足向、膝向、体の向き、腰動、重心、体技不一致、​
三つの嫌い（飛び足、摺り足、浮き足）、内弦、応変実動、動功五戒 

■​ 原態復帰までしっかり行うこと 
✔​気抜け、目技、間合い、制御 

■​ 突き技の防手を徹底すること 
✔​旋・運・捻・転の際の顔面カバー等 

■​ 攻撃の目標を正しく行うこと 
✔​運足～原態、蹴りの抱え、膝向 

■​ 正しい応変風靡、防体・操体不十分な技の禁止。  
✔​片手卍、運突き等 

 
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
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<判定の流れ> 
試合時間 競技の流れ 今大会での追加基準 判定 
競技開始 
～45秒 

主審の笛で競技開始し、​
審判の合図により競技停
止 

主審・副審 
判定時、特別審が連動技の判定を
行った場合、判定をワンランク上げ
る。 
2025年度実戦競技重点テーマに基
づき、指導が必要な点を注視。 
特別審 
判定時、対象の実技が連動連体の
伴ったものであったか判定を行う。 
2025年度実戦競技重点テーマに基
づき、指導が必要な点を注視。 

45秒の間に「一本」または​
「失格」の判定が行われた場
合、勝敗が決する。 

指導時間 主審・副審・特別審により
指導点を確認した後、主審
から指導を実施 
所定の判定ルールに則り、​
指導内容を判定に反映 

主審 
両選手を立たせた後、副審・特別審
を集め、3者で指導点を確認する。 
指導の程度に応じて、指導された選
手に「注意」等の追加判定を行う。指
導内容が複数あり、それらを統合し
て一つの「注意」を取る場合、主審は
主要な注意内容を挙げて注意を取
る。 
指導時間による判定も、通常判定と
同様に、「注意」２本で「警告」とし、
「注意」3本で「失格」とする。 

 

 

指導後 
～45秒 

主審の笛で競技再開し、​
審判の合図により競技停
止 

主審・副審 
判定時、特別審が連動技の判定を
行った場合、判定をワンランク上げ
る。 
特別審 
判定時、対象の実技が連動連体の
伴ったものであったか判定を行う。 

 

技有vs有効や、注意ありvsな
しなど、判定により勝敗がつく
場合は、判定結果により​
勝敗を決する 
双方有効など、判定上、引き分
けになった場合は、主審・副
審・特別審３名の合議により、
内容の優劣によって勝敗が決
する。 

 
出場資格 男子段位個人実戦：初段以上（黒帯）、男子 

女子段位個人実戦：初段以上（黒帯）、女子 
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別4：8．男子級位個人実戦/9．女子級位個人実戦 
競技の狙い ▪​ 従来の実戦競技においては、ポイント取得を主眼に置いた実技展開となりやすいことを鑑み、​

「躰道らしい実技」を志向する実戦を体得することを狙う。 
▪​ そのため、日本躰道協会指導局による2025年度の重点テーマ*を評価に組み込み、判定を行

う。 
また、選手/審判が競技中も重点テーマを意識して実技を行うことができるように競技ルールを
変更し、​
試行する。 

競技の概要 ▪​ 試合時間は１分半。​
※実戦競技の時間は、主審の競技開始の合図により計るものとし、主審あるいは副審がホイッ
スル等で試合を制止した時、計時係は時間を止め主審の合図で再開する。 

▪​ 試合開始後、45秒が経過したタイミングで試合を中断し、指導審判員より、指導を行う。​
指導後、競技を再開し、主審・副審等による判定を行う。 

<競技の流れ> 
▪​ 主審の合図により、競技を開始。 
▪​ 競技開始45秒後、指導審判員による指導を行う。 
▪​ 指導後、競技を再開し、45秒後の競技時間後、審判の合図により競技を終了する。 

判定 ▪​ 試合の進行と判定を担う主審・副審に加え、​
指導と指導判定を担う指導審判員の３名体制で判定を行う。 
主審・副審は、運足・操体・制法・極技・原態の流れに加え、​
日本躰道協会指導局による2025年度実戦競技重点テーマの観点を鑑み、判定を行う。​
特に、操体不十分な（片手卍、操体と制法が分離した）技についてはポイントを取らない。 
＊参考：日本躰道協会2025年度実戦競技重点テーマ 

■​ 構え・運足・操体と相手に対して正しく行うこと 
✔​整体、足向、膝向、体の向き、腰動、重心、体技不一致、​
三つの嫌い（飛び足、摺り足、浮き足）、内弦、応変実動、動功五戒 

■​ 原態復帰までしっかり行うこと 
✔​気抜け、目技、間合い、制御 

■​ 突き技の防手を徹底すること 
✔​旋・運・捻・転の際の顔面カバー等 

■​ 攻撃の目標を正しく行うこと 
✔​運足～原態、蹴りの抱え、膝向 

■​ 正しい応変風靡、防体・操体不十分な技の禁止。  
✔​片手卍、運突き等 

▪​ 指導審判員は、日本躰道協会指導局による2025年度実戦競技重点テーマに基づき、​
赤白双方の指導ポイントの判定を行う。 

▪​ 赤白の勝敗は、主審・副審による判定に加え、指導審判員の指導ポイントも加味し、判断を行
う。 

​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
​
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<判定の流れ> 
試合時間 競技の流れ 今大会での追加基準 判定 
競技開始 
～45秒 

主審の笛で競技開始し、​
審判の合図により競技停
止 

主審・副審 
操体不十分/制法・防手不十分/​
極技不十分/原態不十分の場合は、
技の評価をワンランク落とすこととす
る。 
指導審判員 
別紙２の実戦採点表に基づき、構え/
運足/操体/制法・防手にて指導を要
すると判断された内容に応じて、指
導ポイントを付与する。 

45秒の間に「一本」または​
「失格」の判定が行われた場
合、勝敗が決する。 

指導時間 指導審判員により競技者
に​
指導を実施 
所定の判定ルールに則り、​
指導内容を判定に反映 

指導審判員 
指導ポイントの付与数に応じて、指
導された選手の相手選手に「有効」
等の追加判定を行う。 
指導ポイントによる判定も、通常判
定と同様に、「有効」２本で「技有」と
し、「技有」２本で「一本」とする。 
指導ポイント×５で​
相手選手に「有効」を追加 

指導審判員の追加判定によ
り、既存の判定が「一本」の判
定に繰り上がった場合、​
勝敗が決する。 

指導後 
～45秒 

主審の笛で競技再開し、​
審判の合図により競技停
止 

主審・副審 
操体不十分/制法・防手不十分/極技
不十分/原態不十分の場合は、技の
評価をワンランク落とすこととする。 
指導審判員 
別紙２の実戦採点表に基づき、構え/
運足/操体/制法・防手にて指導を​
要すると判断された内容に応じて、​
継続して、指導ポイントを付与する。 

技有vs有効や、注意ありvsな
しなど、判定により勝敗がつく
場合は、判定結果により​
勝敗を決する 
双方有効など、判定上、引き分
けになった場合は、指導審判
員が付けている指導ポイントの
数が少ない方を勝者とする。 
指導審判員の指導ポイントの
数も同数だった場合は、主審・
副審・指導審判員３名の合議
により、内容の優劣によって​
勝敗が決する。 

 
出場資格 男子級位個人実戦：色帯（1~4級）、男子 

女子級位個人実戦：色帯（1~4級）、女子 
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別4：10．段位団体実戦競技 
競技の狙い ▪​ 団体実戦の経験を積む。 

▪​ 団体内および団体間での交流を促進する。 
競技の概要 ▪​ 試合時間は１分半とする。 

▪​ 競技、審判、判定は他大会の団体実戦競技と同様に行う。 
▪​ 男子3名、女子2名を1チームとする。 
▪​ 各団体からの参加チーム数は無制限とする。 

審判ルール ▪​ 判定は通常通り（追加ルールなし） 

判定基準 ▪​ 判定は通常通り（追加ルールなし） 

出場資格 ▪​ 初段以上（黒帯） 
▪​ 男女混合 

 

13 
 



2025年6月
編集 創玄杯実行委員会
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